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インターバンクの声 （2017 年 10 月 4 日） 
 

ニューヨーク市場の序盤、ドル円は東京市場の午後に付けた 113 円 20 銭の高値更

新に向かいそうに見えた場面もあったが、その後の円買い・ドル売り調整が思いのほ

か大きくなったために 112 円台後半での取引がニューヨーク市場の引けまで続いて

しまった。 

足元のドル円相場について、ディーラー仲間の多くは「ドル買いで良いだろう」と話

すが、同時に「ポジションは既にドル・ロングになってしまっている」と感じているようだ。

勿論、ディーラーの相場観が常に正しい訳ではないが、これだけ見方が揃っている

と、昨晩のようなドル買いに見えるような場面で「持ち高調整」が起こりやすくなるのも

当然だろう。 

今週のアジア時間は中国の国慶節のために参加者も少なく、香港市場も開く日と閉

まる日が交互にあり、どうしても継続的な市場変化はロンドン市場やニューヨーク市

場頼みとなる。 

前日に発表された米 ISM 製造業景況指数が予想外に強かったことで一時的にドル

買いにはなったが、やはり今週の注目は、今晩のＡＤＰ雇用統計と週末の雇用統計

のほうだ。明日、明後日には FRB 高官の講演予定もぎっしり詰まっており、目新しい

発言でもあれば久しぶりのドル高水準まで動きがあるかも知れない。 
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